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強
奪
以
外
は
順
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圖

漿
液
卦
謳
蜃
嘉
蕎
覆
面
Ｉ
Ｉ 平野
さ
ん

患
者
治
療
、
日
に
繕
人
和
気
さ
ん

　
ザ
イ
ー
ル
で
の
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
括
載
か
ら
帰
国
し
た
非
政
府
組
織
（
Ｎ
Ｇ
Ｏ
）
「
ル
ワ
ン
ダ
難
民
救
援
グ
ル
ー
プ
」

　
（
原
田
豊
己
代
表
）
の
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
、
平
野
恭
助
さ
ん
Ｑ
一
六
）
目
視
□
郡
里
庄
町
新
正
目
と
看
護
婦
の
和
気
一
栄
さ
ん

（
２
一
）
＝
倉
敷
市
松
島
Ｈ
が
六
日
、
岡
山
市
内
で
帰
国
報
告
会
を
開
い
た
。
平
野
さ
ん
は
十
一
月
初
め
に
ト
ラ
ッ
ク
が
奪
わ
れ
る

事
件
に
遭
遇
し
た
が
、
「
ま
た
救
環
活
動
に
行
き
た
い
」
と
抱
負
を
話
し
た
。
　
　
　
　
　
　
・

･
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平
野
さ
ん
は
十
一
月
二
日
に

ゴ
マ
に
入
り
、
ア
ジ
ア
医
師
連

絡
協
議
会
（
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
）
の
医

師
ら
と
牛
ブ
ン
バ
キ
ャ
ン
プ
で

活
動
し
た
後
、
十
九
日
に
ブ
カ

ブ
に
移
り
、
国
連
と
の
交
渉
な

ど
に
あ
た
っ
た
。
「
ト
ラ
ッ
ク

強
奪
に
危
険
を
感
じ
、
そ
の
後

も
銃
声
を
聞
い
た
が
、
ブ
カ
ブ

で
の
活
動
は
順
調
だ
っ
た
。
医

師
の
あ
ら
ゆ
る
要
望
に
対
処
す

る
の
が
、
自
分
の
課
題
だ
と
思

う
」
と
話
し
た
。

　
ふ
だ
ん
は
天
理
教
道
竹
分
教

会
で
働
い
て
お
り
、
実
際
に
海

の
は
初
め
て
。
「
Ｎ
Ｇ
Ｏ
も
宗

教
も
人
類
の
救
済
と
い
う
目
的

で
は
同
じ
。
機
会
が
あ
れ
ば
、

ま
た
参
加
し
た
い
」
と
意
欲
を

見
せ
た
。

　
一
方
、
和
気
さ
ん
は
ブ
カ
ブ

で
約
一
ヵ
月
、
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ
や
現

地
の
医
師
、
看
護
婦
ら
と
一
日

二
、
三
百
人
の
患
者
の
治
療
を

続
け
た
。
「
難
民
の
テ
ン
ト
生

活
の
中
で
初
期
医
療
が
充
実
し

て
い
た
こ
と
に
感
心
し
た
。
現

池
の
ス
タ
ッ
フ
も
し
っ
か
り
し

て
お
り
、
や
れ
ば
で
き
る
、
と

思
い
ま
し
た
」
と
話
し
た
。

　
救
援
グ
ル
ー
プ
は
Ａ
Ｍ
Ｄ
Ａ

= I

な
ど
で
構
成
さ
れ
、
ゴ
マ
か
ら

撤
退
し
た
十
一
月
中
旬
以
降

も
、
ザ
イ
ー
ル
の
ブ
カ
ブ
、
ル

ワ
ン
ダ
の
首
都
キ
ガ
リ
で
難
民

の
治
療
を
続
け
て
い
る
。
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